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要旨：過去 5年間（2010 〜 2014 年）の当院における極低出生体重児（VLBWI） 269 例の短期予後について
検討した．当院の死亡率は 5.2％で，全国平均（6.2％）と同等であった．合併症に関しては，当院では呼吸
窮迫症候群が全国より有意に多かったが，脳室内出血は全国より有意に少なかった．治療に関しては，気
管挿管と未熟児網膜症に対する治療の割合が全国より有意に高い一方で，在宅酸素療法の割合は全国より
有意に低かった．
今回の検討では，当院の VLBWIの短期予後は全国平均に達しているという結果であった．しかしながら，
合併症や治療内容に関しては，全国に勝るデータがみられる一方で，呼吸窮迫症候群，気管挿管について
未だ全国に劣るデータがみられることも明らかとなった．今回のデータ解析を踏まえて，全国に劣るデー
タの改善を目指すべく，今後の管理方法の見直しを検討する．
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